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介

『
イ
ン
ド
　
児
童
労
働

の
地
を
ゆ
く
』
ア
ジ
ア

を
見
る
眼
シ
リ
ー
ズ
112

本
書
の
題
名
「
児
童
労
働
の
地
」
は

八
〇
年
代
後
半
、
南
イ
ン
ド
最
南
端 
シ

バ
カ
シ
村
の
マ
ッ
チ
と
花
火
工
場
で
多
数

の
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
爆
死
し
た
悲
惨
な

出
来
事
に
由
来
す
る
。
こ
れ
は
そ
の
後
、

The Land of C
hild Labor

と
呼
ば

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
含
意
は
、
子
ど

も
た
ち
が
初
等
教
育
を
受
け
る
機
会
も
与

え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
、

家
計
を
支
え
る
た
め
に
近
隣
の
工
場
や
作

業
場
に
働
き
続
け
る
幼
い
女
児
や
男
児
の

生
き
る
世
界
（
く
に
）
で
あ
る
。
児
童
労

働
の
問
題
は
経
済
や
社
会
、
そ
し
て
国
家

意
思
に
深
く
か
か
わ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
子
ど
も
た
ち
の
労
働
特

性
は
「
不
就
学
児
童
」
や
「
学
業
放
棄
児

童
」
で
あ
り
、
ま
た
、「
債
務
労
働
」
で

あ
る
。
本
書
の
著
者
は
一
九
九
〇
年
代
後

半
の
五
年
間
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
の
五
地

域
（
県
）
の
「
児
童
労
働
の
地
」
の
現
地

調
査
を
お
こ
な
い
、
不
就
学
児
童
を
生
み

だ
す
「
初
等
教
育
の
貧
困
」
や｢

飢
餓

的
貧
困｣

、
さ
ら
に
は
、「
慣
習
化
し
た
債

務
労
働
」の
実
像
を
明
ら
か
に
し
た
。（「
は

し
が
き
」
お
よ
び
「
序
章　

児
童
労
働
の

地
を
ゆ
く
」）

イ
ン
ド
は
今
、
発
展
の
可
能
性
著
し
い

新
興
国
と
期
待
さ
れ
る
国
で
あ
る
。
し
か

し
「
児
童
労
働
の
地
」
は
全
土
に
拡
大
を

続
け
、
不
就
学
児
童
は
い
ま
や
軽
工
業
品

の
輸
出
経
済
を
裏
で
支
え
る
安
価
な
労
働

力
と
な
る
。「
児
童
労
働
の
地
」
は
歴
史

的
に
形
成
さ
れ
た
産
地
や
、
農
村
立
地
の

地
場
産
業
の
形
態
を
と
る
。
子
ど
も
た
ち

の
仕
事
は
マ
ッ
チ
・
花
火
類
、
伝
統
的
手

織
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
類
、
銀
製
装
身
具
類
、

伝
統
染
織
品
類
な
ど
産
品
の
分
野
は
多
岐

に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
は
近
年
、
輸
出
需
要

の
伸
長
が
目
覚
し
い
産
品
で
あ
り
、技
術
・

技
能
の
観
点
か
ら
み
る
と「
伝
統
工
芸
品
」

の
領
域
に
属
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、

生
産
単
位
は
概
ね
農
村
立
地
の
家
内
工
業

と
分
類
さ
れ
る
小
規
模･

零
細
事
業
所
と

定
義
で
き
る
。

「
一
章　

い
ま
、
な
ぜ
児
童
労
働
か
」

著
者
が
児
童
労
働
の
現
場
に
立
ち
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
観
察
と
分
析
の
作

業
過
程
で
留
意
し
た
視
点
を
整
理
し
、
い

く
つ
か
の
問
題
提
起
を
お
こ
な
う
。
主
要

テ
ー
マ
は
、①
初
等
教
育
の
〈
機
会
欠
乏
〉

と
い
う
構
造
的
現
象
（
教
育
の
貧
困
）、

お
よ
び
、
②
不
就
学
児
童
労
働
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
政
策
含
意
（
市
場
主
義
対
ラ

デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
）、
に
収
斂
す
る
。

「
二
章　

シ
バ
カ
シ
村
の
マ
ッ
チ
工
女

―
な
ぜ
、
子
ど
も
の
労
働
が
必
要
と
さ
れ

る
の
か
」

経
済
の
二
重
性
に
加
え
て
「
社
会
の
二

重
性
」
が
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
子
ど
も
た
ち
の
社
会
構
成
に

か
か
わ
る
差
別
・
抑
圧
、
ま
た
、
そ
の
結

果
と
し
て
の
教
育
機
会
の
喪
失
、
債
務
労

働
と
い
う
雇
用
慣
行
や
搾
取
な
ど
、
マ
ッ

チ
工
女
や
花
火
工
女
た
ち
の
前
に
立
ち
は

だ
か
る
「
峠
道
」
は
〈
社
会
的
機
会
の
喪

失
〉
を
意
味
す
る
。
そ
の
険
し
さ
の
象
徴

は
「
教
育
の
貧
困
」
に
あ
る
。

「
三
章　

タ
ー
ル
砂
漠
の
児
童
労
働
―

技
能
継
承
・
債
務
労
働
・
不
就
学
」

イ
ン
ド
西
北
部
、
砂
漠
の
旧
藩
王
国

ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン　

シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ
ー

地
域
に
伝
統
工
芸
品
の
数
々
と
そ
の
生
産

現
場
に
不
就
学
児
童
労
働
の
姿
を
追
う
。

シ
バ
カ
シ
村
の
事
例
と
同
じ
経
済
と
社
会

の
二
重
性
と
い
う
「
部
分
的
労
働
市
場
」

の
特
徴
を
も
つ
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
地

域
に
特
有
の
カ
ー
ス
ト
制
度
に
深
く
根
ざ

す
雇
用
慣
行
、
す
な
わ
ち
ギ
ル
ド
制
（
同

業
組
合
）
の
も
と
で
の
技
能
継
承
と
債
務

労
働
の
問
題
が
あ
る
。

「
四
章　

ガ
ン
ジ
ス
平
野
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
村
―
ミ
ル
ザ
プ
ル･

バ
ー
ド
イ
村
の

ド
ゥ
ー
リ
ー
（D

hurries

）
織
り
」

伝
統
的
イ
ン
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
産
地
に

み
る
「
産
業
移
植
」
の
特
徴
、
生
産
委
託

に
よ
る
独
立
自
営
織
り
職
人
（
農
民
）
と

子
ど
も
の
家
族
労
働
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の

生
産
単
位
が
村
や
県
一
帯
に
ゆ
る
や
か
な

結
合
体
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
「
生
産
組

織
」
の
姿
を
み
る
。
村
や
県
全
体
の
生
産

調
整
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
多
国
籍
流
通

会
社
（
商
社
機
能
）
の
存
在
、
海
外
の
価

格
動
向
を
迅
速
に
反
映
す
る
「
情
報
」
独

占
、
な
ど
、
巨
大
な
多
国
籍
企
業
の
本
社

機
能
が
支
配
す
る
産
地
の
姿
を
み
た
。

「
五
章　

カ
ル
カ
ッ
タ
の
ス
ラ
ム
と
児
童

労
働
―
ハ
ウ
ラ
ー
橋
か
ら
ス
ラ
ム
へ
の
道
」

都
市
人
口
一
〇
〇
〇
万
人
を
超
す
大
都

会
カ
ル
カ
ッ
タ
（
現
コ
ル
カ
タ
都
市
圏
）

に
は
ス
ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
人
間
居

住
区
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
ま
た
、「
児
童

労
働
の
地
」
が
増
殖
を
続
け
る
。
そ
の
一

角
、
テ
ィ
ル
ジ
ャ
ラ（Tiljala

）地
区
に
幼

女
の
労
働
実
態
を
み
る
。

「
六
章　

西
ガ
ー
ツ
山
脈
を
越
え
る
児
童

労
動
―
ウ
デ
ィ
ピ
村
か
ら
街
の
厨
房
へ
」

イ
ン
ド
全
土
に
拡
大･

発
展
し
つ
つ
あ

る
都
市
飲
食
産
業
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
に
労
働
の
機
会
を
求
め
て
移
動
す
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
を
追
う
。
南
イ
ン
ド　

ウ

デ
ィ
ピ
村
出
身
の
特
定
カ
ー
ス
ト
社
会
階

層
の
子
ど
も
た
ち
（
指
定
カ
ー
ス
ト
／
ダ

リ
ッ
ト
（
旧
称
不
可
触
民
））
で
あ
る
。

子
ど
も
の
母
語
や
社
会
慣
習
と
は
異
文
化

の
他
州
に
移
動
し
、
菜
食
料
理
調
理
場
の

皿
洗
い
に
生
活
の
糧
を
得
る
。
こ
こ
に
は

カ
ー
ス
ト
観
念
の
根
源
に
あ
る
宗
教
的
倫

理
観
、〈
浄
と
穢
れ
〉
が
支
配
す
る
労
働

慣
習
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
ど
も
の

移
動
範
囲
は
南
イ
ン
ド
一
帯
の
中
小
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
の
厨
房
に
い
た
る
。
新

し
い
児
童
労
働
の
移
動
の
型
と
い
え
る
。

「
七
章　

不
就
学
児
童
労
働
を
考
え
る
」

以
上
に
述
べ
た
五
地
域
に
共
通
す
る
問

題
群
、
す
な
わ
ち
、
①
児
童
労
働
市
場
は

虚
構
か
、
②
飢
餓
的
貧
困
は
存
在
す
る
か
，

③
教
育
の
貧
困
は
構
造
的
か
、
そ
し
て
、

④
児
童
労
働
は
社
会
慣
習
か
、
以
上
の
四

点
に
つ
い
て
暫
定
的
な
結
論
と
今
後
の
、

よ
り
詳
細
な
実
証
的
研
究
に
む
け
て
の
仮

説
を
提
示
し
て
い
る
。 

（
た
べ　

の
ぼ
る
／
明
治
学
院
大
学

名
誉
教
授
）




